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1. 対象; 1983年から 3 年間に外来診察した神経症患者のうちから60例を神経症者群とした。内訳は，
不安神経症21例，対人恐怖症11例，強迫神経症 7 例，身体表現群 7 例，抑うつ神経症 5 例，単純恐怖
群 4 例，その他 5 例である O 年齢は35 .4::t: 12.5歳，男性37例・女性23例であった。健常者対象群とし
て年齢・性別に差のない52例が選ばれた。また，周期間に得られた心身症の症例40例を心身症者群と
した。
2. 方法:作成された質問紙には95項目の質問文が含まれており，各カテゴリーは 5 項目についての回
答得点の合計によって評価されている。 19のカテゴリーの内訳は， 3 つの妥当性尺度 (MMP 1 の L ，
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(1) 幼少期の傾向を問う 2 カテゴリーにおいて，神経症者群では同居関係者と相反する回答の得られ
る頻度が健常者群より高いが，現在の特性カテゴリーにおいては両群に差はなかった。再テスト法
による 19カテゴリ一得点の信頼性は一応満足すべき範囲にある。






査は，萎縮・回避傾向と積極・楽天傾向の二大因子と，その他 2 ， 3 の性格特性因子が合成された
非症状特性を測定していることが判明した。
(5) 神経症者群についてクラスタ分析 (Ward法)を行い， 4 の下位群を抽出した。各下位群に関し
て，それぞれの臨床資料，本質問紙カテゴリ一得点および因子得点， CM 1 検査結果を比較検討し
たところ，以下の特徴がみられた。










型 (PN- 0 群)は非症状特性の点で健常者と大差がなく 実生活の状況による病因が疑われ「偽正
常型」と名付け得る。他の 3 型は神経症の中核群を構成し，性格と状況の複合された原因により発症し
たもので，特徴によってそれぞれ「孤立型 (PN- 1 群)j ， r依存型 (PN- 2 群)j ， r葛藤型 (P N-
3 群)j と命名できる。これらの類型別に応じた治療的対応が望ましいと予想される。
論文の審査結果の要旨
本研究は，神経症患者の非症状特性を質問紙調査によって計量しその結果を多変量解析によって分析
したものである。神経症は 4 型の下位群にクラスターわけされ，おのおのの特徴が抽出された。それら
に対する治療指針が導かれ，従来の主症状別分類以上の臨床的意義を有することが示された。この結果
は神経症研究を精神測定学的に一歩進めたものであり，学位に値すると考えられる。
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